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前号では「プロジェクト健康診断サービス」の「施術」

ステップで行う「ふりかえり」をご紹介しました。今回は残

りの「問診」「検診」「診断」「術後診断」をご紹介します。

以下に、プロジェクト健康診断サービスのステップを再

掲します。 

1. 問診：ヒアリング 

2. 検診：アセスメント 

3. 診断：診断表作成、施術提案 

4. 施術：ふりかえりにより改善策検討、改善策実施 

5. 術後診断：アセスメントによる施術効果診断 

◆ 問診問診問診問診 

人の健康診断同様、プロジェクト健康診断の最初の

ステップは「問診」から行います。プロジェクトメンバに対

して、プロジェクトの目的、利害関係者、目標を確認し、

うまくいっていること／いっていないことを聴き取ります。

目的や利害関係者、目標など、改めて聞くまでもない事

と思われるかもしれませんが、意外に共有できていない

ケースがあるものです。これらが共有ができていないと、

自分自分自分自分のののの作作作作っているものはっているものはっているものはっているものは誰誰誰誰がががが何何何何のためにのためにのためにのために使使使使うのかうのかうのかうのか、、、、何何何何

のののの役立役立役立役立つのかつのかつのかつのか、、、、わからないままにわからないままにわからないままにわからないままにプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトがががが進行進行進行進行し

てしまいます。その結果、メンバのモチベーション低下

を招く可能性があります。ビジョンやゴールの共有は、メ

ンバのモチベーションを維持してプロジェクトを健康状

態に保つための基本といえます。 

「問診」はメンバ全員に対して行うことが理想ですが、

メンバが多いと、そうもいきません。その場合には、質問

事項をアンケートにして配布・回収する方法を取ります。

これは次の「検診」でも同様です。 

◆ 検診検診検診検診 

「検診」は「問診」に続けて行います。ここでは

次の 6つの視点に基づくヒアリングを行います。 

• 反復開発とリスク管理 

• 要求管理 

• ソフトウエアアーキテクチャ 

• ビジュアルモデリング 

• テストと品質管理 

• 構成管理と変更管理 

これらは、実は反復型開発プロセスとして知られ

る RUP（ラショナル統一プロセス）の実装（RUP を

プロジェクトに応じてカスタマイズする作業）を行

う際に使うアセスメント項目で、RUP の旧 6原則と

呼ばれています（RUP の 6原則はその後改定が行わ

れたため、ここでは「旧」と称しています）。 

「反復開発とリスク管理」という視点があります

が、ヒアリングする内容はプロジェクト管理に関す

るもので反復開発プロジェクトだけを対象としてい

るわけではありません。ウォータフォール開発の場

合は質問事項をアレンジして行います。 

「検診」は、6 つの視点に基づくプラクティスの

実践度合いを、「まったく行っていない」「少し行っ

ている」「完全ではないが概ね行っている」「完全に

行っている」の 4段階で回答するクローズドクエス

チョンで行うもので、視点毎に 10～20 程度の質問

が用意されています。4 つの段階に対して重み付け

を行うことで数値化し、診断表を作成します。 

図 1は 2つのチームからなるプロジェクトでの診

断結果で、プロジェクト全体とチーム毎の平均スコ

アを示しています。スコアは 3点が満点です。 
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適用前 凡例
プロジェクト全体 スコア
反復開発とリスク管理 1.2 各項目は3点満点
要求管理 2.1 優秀
ソフトウエアアーキテクチャ 1.3 良好
ビジュアルモデリング 1.8 注意が必要
テストと品質管理 2.1 問題あり
構成管理と変更管理 2.3

適用前
Aチーム スコア
反復開発とリスク管理 1.4

要求管理 2.3

ソフトウエアアーキテクチャ 1.3

ビジュアルモデリング 1.8

テストと品質管理 2.6

構成管理と変更管理 2.3

適用前
Bチーム スコア
反復開発とリスク管理 0.4

要求管理 1.2

ソフトウエアアーキテクチャ 1.6

ビジュアルモデリング 1.8

テストと品質管理 2.1

構成管理と変更管理 2.3  

図図図図    1111    診断表診断表診断表診断表（（（（施術前施術前施術前施術前））））    

◆ 診断診断診断診断 

診断表を基に症状の根本原因を探って「診断」し、ど

の部分に手を打つ必要があるか、施術提案します。手

を打つ必要がある項目が多数ある場合は、優先順位を

検討して、段階的に改善する計画を立てます。一度に

多くのことを計画すると、結局何一つ着手されないまま

終わってしまうことが往々にしてあるからです。 

提案が受け入れられると、施術を行います。その際、

前号で紹介した「ふりかえり」を行ってメンバ全員でプロ

ジェクトの状況を共有します。施術は数時間で済むもの

から数ヶ月かかるものまで、多岐にわたります。施術後、

効果を判断するために「術後診断」を行います。 

◆ 術後診断術後診断術後診断術後診断 

「術後診断」は「検診」と同じです。同じメンバに同じ

質問を行い、効果を検証します。図 2 は前出プロジェク 

トの術後診断結果です（プロジェクト全体のみ）。施術前

後の診断結果から、改善効果を定量的・定性的に把握

することができます。比較のために施術前後を重ねたレ

ーダーチャートを、図 3 に示します。 

適用後
プロジェクト全体 スコア
反復開発とリスク管理 1.6

要求管理 2.3

ソフトウエアアーキテクチャ 2.1

ビジュアルモデリング 2.5

テストと品質管理 2.2

構成管理と変更管理 2.3  

図図図図    2222    診断表診断表診断表診断表（（（（施術後施術後施術後施術後））））    
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図図図図    3333    レーダーチャートレーダーチャートレーダーチャートレーダーチャート（（（（施術前施術前施術前施術前・・・・後後後後））））    

改善効果が可視化されることで、改善を継続するモ

チベーションにつながります。 

◆ もうひとつのもうひとつのもうひとつのもうひとつの CI 

CI（Continuous Integration）とは継続的統合のことで

すが、改善も一度限りで終わってしまっては意味があり

ませんし、もったいないことです。継続的改善継続的改善継続的改善継続的改善がががが必要必要必要必要でででで、、、、

もうひとつのもうひとつのもうひとつのもうひとつの CICICICI（（（（Continuous ImprovementContinuous ImprovementContinuous ImprovementContinuous Improvement））））ととととししししてててて注力注力注力注力

するするするすることが必要でしょう。 


